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　Do you know “AKITA”？
　某有名インド映画を彷彿とさせる一文から始めさ
せていただきます。
　「秋田県くらい知っているよ！」「秋田県と訳すな
らprefectureを入れろ！」というお叱りが飛んでき
そうですが、前者の方には、さらに「では秋田県を
訪れたことは？」と問いたい。意外と行かれたこと
は無いのではないでしょうか。因みに後者のヤジを
飛ばした方は無視させていただきます、prefecture
をいれると語感が悪い。
　自己紹介が遅れました。札幌厚生病院１年目初期
研修医の山中遼太郎です。父が司馬遼太郎氏の愛読
者であり、そこから名を取ったそうですが、同氏ほ
どの文才は微塵もありませんのでご容赦ください。
２年目の先輩である平野雄介先生からバトンを引き
継ぎました。執筆時点ではまだ初期研修医１か月を
経たのみの若輩の中の若輩です。平野先生とも知り
合って１か月ですがとても優しくて面白い先輩であ
り、今後もいっぱい頼りにさせて貰おうと画策して
おります。
　私は出身自体は札幌市であり19歳までほぼ札幌市
にいましたが、何の縁あってか秋田大学医学部に入
学し秋田県で６年間を過ごしました。
　皆さんは秋田県と聞くと何を思い浮かべるでしょ
う。なまはげ、秋田美人、秋田こまちにきりたんぽ
と、この辺はコンスタントに出てくる感じでしょう
か。自然豊かでご飯が美味しそうで、雪が多そう。
自分も秋田に行く前はこの程度の認識でした。です
が、６年も暮らしているとそうした一般的なイメー
ジよりも少しディープな秋田が見えてきます。そん
な少しディープな秋田のお話をさせてもらおうかと
思います。
　まずは物価が安い。地方ではあるあるですが、と
もかく物価が安い。駅前の駐車場なのに100円／時
間だったり、男４人で焼き鳥屋に飲みに行って、た
らふく食べて飲んでも１人5,000円行くか行かない
かだったり、具体例を挙げるとキリがないですがと
にかく物価が安い。家賃も安い、月５万円も出すと
かなりの広さの家に暮らせます。
　焼き鳥屋の話を書いたのでご飯の話も。秋田とい
えば、きりたんぽだったり稲庭うどんだったり比内
地鶏だったり。これらも当然美味しいのですが、住
んでいた人間目線で美味しいお店を幾つかご紹介し
ます。個人的に秋田で最も推しているお店は秋田市
新屋にあります「かつ丼多勝」です。数年前に「バ
ナナマンのせっかくグルメ！！」というTBS系列
のバラエティ番組でも紹介されたことがありますが
本当に美味しいです（悲しいかな、実は秋田県は基
本TBS系列は観れません）。一度あそこの味を知っ
てしまうと、他の豚カツでは簡単には満足できなく
なってしまいます。また、美味しいつけ麺を食べた
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ければ「竹本商店★つけ麺開拓舎　土崎店」がおす
すめ。熱々の器に煮えたったスープとつるりとした
食感の麺、そして食べ終わったスープにカツオ飯な
るご飯を入れてかき混ぜてできる雑炊が絶品の一
言。洋食屋も美味で、個人的には千秋明徳町にある

「ポッポ」がおすすめです。トルコライスとハンバー
グの美味しさには舌鼓を打つこと間違いなし。秋田
市からは離れてしまいますが、羽後町にある「百姓
そば屋　彦三」のかき揚げ蕎麦は一度食べてみて欲
しいです。春菊のかき揚げが器を全面に覆ってお
り、緑一色の迫力たるや。そしてそのかき揚げとお
蕎麦の美味しさたるや。ここのかき揚げ蕎麦を食べ
ずして秋田県の蕎麦は語れまいと思ってしまう程の
美味しさです。
　ご飯の話で盛り上がり過ぎてしまいましたが、秋
田県といえば温泉も有名。入浴剤にもなっている乳
頭温泉は誰しも一度は耳にしたことがあるでしょ
う。山奥にひっそりと佇む様子はまさに秘湯、泉質
も滑らかでとても好きです。が、個人的にさらにお
すすめなのは玉川温泉です。玉川温泉と田沢湖の歴
史は大変興味深いのですが、それをここで書くには
余白が足りないので割愛させていただきます。ぜひ
ググってみてください。玉川温泉の特徴はなんと
いっても強酸性の湯、実際に入ってみると分かりま
すが大変刺激的です。湯上がりの全身のさっぱり感
は堪りません。ですが、くれぐれも鼻の中に間違っ
て吸い込んだりしないよう、大層エクセレントな刺
激が鼻腔を襲います。
　長々と秋田の魅力（のほんの一部）を語らせてい
ただきました。2023年５月現在、北海道（新千歳空
港）と秋田県（秋田空港）を結ぶ飛行機は毎日JAL
２往復ANA２往復、朝から夜まで出ていてアクセ
スも悪くないです。ただし、秋田県内は公共交通機
関はあまり無いので県内を巡る際はレンタカーは必
須です。それでもいろいろと巡るには価値ある場所
かと思います。いわゆる「都会の喧騒を離れ自然を
楽しむ」の教科書と言っていいと思っています。少
しは秋田県の魅力を感じて貰えたでしょうか。そも
そもこの場で書くのに相応しい内容だったでしょう
か。一抹の不安は残りますが最後はこの一文で締め
させてもらいます。
　How do you like “AKITA”？
　“秋田県”どうでしょう
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札幌市出身、北嶺中高等学校を卒業し一浪を経て
秋田大学医学部に行きました。写真は秋田県某所
でなまはげと共に撮ったものです。大学生になっ
て初めて道外で暮らしましたが、様々な文化的違
いを実感できて良かったなと思っています。


